
＜配布資料確認・趣旨説明＞ 

○司会 

安田理事、ありがとうござい

ました。では、各報告に先立ち

まして、配布資料の確認をさ

せていただきたいと思いま

す。受付において封筒をお受

け取りいただいたいかと思い

ますけれども、中には二つ冊

子がございます。一つが分厚

めの冊子でありまして「直接

評価の実践～基盤力テストの

到達点と今後の展望」という

表紙のある資料です。そし

て、二つ目の冊子がこのあと

御講いただきます平野室長作成の「教学マネジメント指針の審議状況について」というもので

ございます。落丁、不足等ございませんでしょうか。不足等ありましたら、差し替えさせていただ

きますので、遠慮なくスタッフにお申し付け願います。  続きまして、一つ目の分厚い方の

冊子を御確認いただき、趣旨説明と配布資料の中身を確認したいと思います。まず、表紙

をめくっていただきますと、本日のプログラムがあります。先ほど、安田理事が御案内いたしました

ように、大きく午前・午後、三部に分けて実施させていただきます。このプログラムの裏面を

見ていただきますと、本日の登壇者、配布資料一覧がございます。そして下側にアンケー

トのご案内がございますの

で、終了後に皆様に回答をお

願いしたく存じます。３ペー

ジ目以降は、このあと我々か

ら話題提供させていただきま

す資料になります。本日の趣

旨は資料の下に１と入っている

部分になります。                                     

こちらに投影しておりますよ

うに、本シンポジウムは平成

28 年度に採択いただきまし

た、大学教育再生加速プログ



ラムのテーマ V として取組

を推進しているものでござい

ます。基本的には、学習成果

の直接評価ということを念頭

に置きながらテストを独自に

開発し基盤力という枠組みの

中で測定をし、その分析結果

を教育改善につなげていくと

いうものであります。このあ

と平野室長にも御講演いただ

きますが、昨今、取りざたさ

れている学習成果に直接フォ

ーカスを当てて取り組んでい

るものでございます。そして

基盤力ということでいきます

と、山形大学では先ほど安田

理事の言及にもありましたよ

うに、いわゆる専門的な能力

に係る学問基盤力、それから

人間力を中心に見ている実践

地域基盤力、そして語学力や

異文化理解を見ている国際基

盤力の三つの基盤力を測定す

るためにテスト又は様々なデ

ータを活用していくというこ

とであります。 

のちほど詳細を御説明いたし

ますが、学問基盤力・実践地

域基盤力・国際基盤力、それ

ぞれの軸において、こういっ

たことを想定しているという

ことをこちらの資料で示して

おります。本日、特に時間を

割いて御説明させていただき



ますのは、一番上にあります学問基盤力に関する部分であります。独自にテストを開発

し、ようやく入学時・１年次・３年次という形で、一つのコホートのデータが完成しまし

たので、その成果を含めて話題提供させていただきます。そして実践地域基盤力、国際基

盤力テストについてもどのような状況にあるのかというのを御説明いたします。 

では、時間の都合もございますので、まずは基調講演として、平野室長にこれから 20 

分ほど、｢教学マネジメント指針の審議状況について」と題する御講演をお願いしたいと思

います。では平野室長、檀上にご登壇願えますでしょうか。 


